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通信速度 数十Mbps 数百Mbps 数百kbps




消費電力 高 高 低
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自動収集するスマートメーターなど
への応用が期待されています。
表１に，LTE，IEEE802.11ac，お
よび，IEEE802.15.4gの特徴の比較
を示しています。低い周波数を使う
と，通信距離が延びます。IEEE802. 
15.4gは，無線LANよりも低い周波
数を用い，かつ，低消費電力で低速
な通信方式を用いることによって，
長い電池寿命を実現しています。
IoTに適した通信規格として，期待
されます。
IoTを搭載した建屋と
産学官連携の試み
我々の取り組みは始まったばかり
ですので，果たしてどの程度の実現
可能性があるのか。実は，この開発
対象そのものに新規性があるととも
に，いろいろな分野の専門家が集ま
って研究に取り組んでいる体制（学
際研究）そのものに特徴があります
（図８）。平成27年度より，本学の教
員が自主的に参加して研究組織を立
ち上げ，平成27年度東京理科大学・
工学部学科間横断研究助成の支援を得て，議
論を重ねています。
それぞれの専門分野では，IoTに資する個
々の要素技術はすでに高度化したものもあり
ます。建築分野から見ると，建物の状態を判
定する評価方法は確立していますが，IoT化
に資する機器の設置や計測方法，通信方法
は，従来の構造実験手法（図５）で利用して
いた機器・デバイスしか知りませんので，建
物に搭載するにあたって限界を感じていまし
た。しかし，電気通信，環境発電などの分野
では，その技術が確立しており，実機化に向
けて視界が開けるのではないかと，大いに期
待しているところです。我々の学際研究組織
の強みです。
今回の我々の取り組みに賛同し，実用化に
向けた研究開発を支援していただく動きもあ
ります。今日，全国各地に高齢化社会・空き
家などの問題を抱えた市町村があります。大
分県国
くにさき し 
東市もその一つですが，行政と同地域
の産業と協働し，いわゆる産学官連携によ
り，国東市を舞台として，我々の開発研究を
支援していただく予定です（写真２）。つまり，
東京理科大学の実験室で基礎研究を行い，実
用化に向けて国東市内の建物で実証研究を行
う計画です。この取り組みを皮切りに，同じ
ような問題を抱える全国各地の市町村との連
携も目指していきたいと考えています。近い
将来，理科大の建築 IoT技術が皆さんの町の
お役に立つ日が来るかもしれませんね。
図８　学際研究体制
写真２　産学官連携活動　大分県での調査研究
建物が，人や生活の様子を
感知し，ユーザーに通知する
システムってできますか？
じゃあ，まずは建物にセン
サーを取り付けて，次にセ
ンサー自身が起電するよう
にしましょう。
建物の物性・特性に応じて，
最適なセンサーを，適切な
箇所に配置して，状態量を
検出しましょう。
建物とサーバーが自動で通
信する方法を構築して，ユ
ーザーへのお知らせ機能を
持たせましょう。
先生方の取り組み，私たちが
サポートいたします。
建築構造・建築生産
センシング・計測
情報処理・ネットワーク
研究戦略・産学連携センター
環境発電・エネルギーハーベスティング
